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企 業 見 学 

メモ取り達人 音楽部 

チャレンジド・アソウ広島では、不定期で 
企業見学のカリキュラムを行っています。 
 

日        時     6月14日（木） 
見  学  先     特例子会社 ダイソーウイング 
参 加 人 数    14名 
目        的     就職活動に向けて、今まで 

          知らなかった職業や業務が 
                    どのように行われているか学ぶため。 
 
 

～概要～ 
 

企  業  名    株式会社 ダイソーウイング 
所  在  地    東広島市西条吉行東1-4-14 
事 業 内 容   100円SHOPダイソーのチェーン展開 
            オリジナル商品の開発 
店  舗  数    国内3150店 
                海外26の国と地域1900店 

 

内容 
  

 仕事を効率よく進め、ミスを防ぐためには 
メモを取ることが大切です。 
 動画を利用して実際の職場での仕事内容の 
伝達を想定し、メモ取り練習を行っています。 
 文字の色を変える、メモの内容を短く書くな
どスムーズに「ほう・れん・そう(報告・連絡・
相談)」が行えるように工夫しています。 

～内容～ 
 

 仕事をする上で「元気な返事をする。分からない時は 
支援員に確認をする。すべてはお客様のために一生懸命に
仕事をする。」という心得を学びました。倉庫では実際の
ピッキング業務の見学・体験ができました。 
 質問の時間を設けてくださり、その中で辛い時期を乗り
越えるためには「変化に順応する。成長を実感する。」 
ことが大切と話されていました。 

内容 
   

 音楽部は誰でも参加OKの部活動で、 
カリキュラム終了後(月・水・金)に行います。 
 他の訓練生と話すきっかけを作ったり、 
音楽が趣味になればいいと思い創設しました。
主には各々が楽器を使い、皆で演奏を合わせま
す。曲の演奏は、各イベントで発表します。 
 

新しい取り組みをご紹介いたします！ 



チャレンジド・アソウ                      検索              

       
       〒730-0032 
       広島市中区立町2-23 野村不動産広島ビル4階 

       TEL：082-545-3560 
           
        
 

MAIL：oota-t01@ahc-net.co.jp 
http://challenged.ahc-net.co.jp/ 

チャレンジド・アソウのホームページには 

月間カリキュラム、イベント情報、ブログなどの
情報が盛り沢山です！ぜひご覧ください！ 

ホームページの 
QRコードはこちら 

FAX：082-248-2136 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社員 Ｑ＆A 

Q，チャレンジド・アソウに入社したきっかけはなんですか？ 
A，元々人と関わる仕事をずっとしたいと思っていたので、 
  ハローワークの就職支援で働いていましたが、より様々な人の 
  支援がしたく、チャレンジド・アソウに入社しました。 
 
Q，前のお仕事との違いはなんですか？ 
A，面談やカリキュラムを通して一人ひとりの方と 
      きめ細かく、深く関わることができるところです。 
 
Q，チャレンジド・アソウでのやりがいはなんですか？ 
A，訓練生が楽しく学んでいる姿を見るとやりがいを感じます。 
 
Q，チャレンジド・アソウで苦労したこと、 
  それを乗り越えた方法を教えてください。 
A，現在皆さんと共に頑張り克服している最中です。 
  声掛け、メモ取りを自分なりに工夫しています。 
 
Ｑ，就活のカリキュラムを通して身に付けてほしいことは何ですか？ 
Ａ，就活で生かすための自信とスキルを身に付けてほしいと思います。 
  私達も今、何が皆さんのためになるかを考え、役立てるような 
  カリキュラムを行っています。 

社員紹介 

根石 英子（ねいし えいこ） 

[紹介] 
 

 製薬会社の事務職に２０年間、
ハローワークの窓口相談業務で
１３年間勤務を経てチャレンジ
ド・アソウに入社。 
 現在は就活のカリキュラムを
担当しており履歴書の書き方、
求人情報検索の方法、就活の際
の身だしなみの整え方、面接で
の入退室などを教えています。
合同面接会が近くなると面接の
際の質問の答え方の練習も訓練
生と一緒にしていきます。 
 

[訓練生へ一言] 
 

「チャレンジド・アソウでは、
就職した後も皆さんの希望に応
じてサポートいたします。安心
してトレーニングを行い、一緒
に頑張りましょう。」 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

訓練生Ｎ：初めて社員へインタビューを行いました。質問への返答を文章にすることが難しかったです。 
 
訓練生Ｍ：初めて広報誌を作成したので修正箇所を添削することに苦労しました。 
 
訓練生Ｓ：報告・連絡・相談と連携をしっかり取りながら進めることができたので良かったです。 


